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開催趣意書





	会　　期：2016年5月13日（金）～14日（土）
	会　　場：長崎大学（坂本キャンパス
良順会館・ポンペ会館）
	年 会 長：吉田　裕樹（佐賀大学　医学部）
	
ご挨拶

謹啓

貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、第81回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会を2016年5月13（金）および14日（土）の2日間、長崎大学坂本キャンパス良順会館において開催させて頂くことになりました。
本学会は、1961年に長野泰一博士らにより発足された「ウイルス抑制物質研究会」、その後、「日本インターフェロン研究会」を経て、1998年より現在の「日本インターフェロン・サイトカイン学会」となりました。インターフェロンを含むすべてのサイトカインおよびその関連領域の基礎研究から応用・臨床研究に至るまで、幅広く医学の発展に寄与することを目的としております。今大会では、長崎大学熱帯医学研究所の協力の下、メインテーマを「インターフェロン・サイトカインと感染症との戦い」とし、ウイルスや真菌、原虫を中心とした感染症・感染免疫の分野における国内の第一線の研究者が基調講演，あるいはオーバービューとして歴史的背景から最先端研究までを紹介し、さらに、若手研究者が一般演題としてその成果を発表できるように計画しております。本学会においては、多くの研究者による熱い議論の場を、そしてそれらの研究成果を参加者全員で発展させることができる場を提供したいと考えており、ここで培われた成果は基礎研究から臨床医学・医療、および創薬の発展に貢献していくものと確信しております。
　本来、本学術集会の運営にあたっては会費を中心に会員自らの及ぶ範囲で行うべきとは思いますが、昨今の厳しい情勢下におきましては、自己資金のみの開催では有意義な集会の開催が難しい状況となっております。つきましては、誠に申し上げ難いことではございますが、本大会の意義をご賢察いただき、ご協力とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、貴社の益々のご発展をお祈り申し上げます。
謹白

2015年10月吉日

			日本インターフェロン・サイトカイン学会　第81回学術集会
			年会長　吉田　裕樹　（佐賀大学医学部）


学術大会概要
1. 大会の名称
　　日本インターフェロン・サイトカイン学会第81回学術集会
　　年 会 長：吉田　裕樹（佐賀大学医学部）

2. 主催
　　日本インターフェロン・サイトカイン学会
　　会　　長：藤田　尚志　（京都大学ウイルス研究所）

3．開催期間
　　2016年5月13日（金）～14日（土）

4. 開催場所
　　長崎大学（坂本キャンパス良順会館　一部ポンペ会館）
　　〒852-8102　長崎県長崎市坂本1丁目12-4

5. 学術集会の目的
本学術集会では、インターフェロンを含むすべてのサイトカインおよびその関連領域の基礎研究から応用・臨床に至るまでの幅広い研究成果について発表し、議論することを目的としております。今回のメインテーマは、「インターフェロン・サイトカインと感染症との戦い」と致しました。インターフェロン・サイトカインは主に免疫システムに関与する因子として研究・応用が展開され、本学会員の研究者らが牽引してまいりました。今学術集会では、免疫の基本に立ち戻り、感染免疫におけるインターフェロン・サイトカインの役割を新しい視点で見直すという企画を中心に据えました。ここでは、原虫や真菌に対する免疫応答におけるインターフェロン・サイトカインの役割、またウイルス性肝炎の発症や治療におけるインターフェロン・サイトカインの役割など最新の研究成果に触れ、討議する場としたいと考えております。また、従来の免疫システムに関連する領域に関しても、アレルギーや様々な炎症病理におけるインターフェロン・サイトカインに関する最新の研究テーマを取り上げ、最新の知識と情報を交換・発信する場となり、大いに議論できる、そしてそれらの研究成果を本学術集会参加者全員で育てるような場を提供できればと思っております。
　本学術集会は、「ウイルス抑制物質研究会」の学術集会から81回を数える歴史ある集会であると同時に、インターフェロンやサイトカインに関する優れた研究成果が発表されてきた集会ですが、第一線の研究者から若手の研究者まで幅広く演題を集め、従来の当該領域にとどまらず、周辺の学術領域にも貢献したいと考えております。
6. 開催概要

大会ホームページ　http://square.umin.ac.jp/JSICR81/　（JSICRは大文字）

　　1)　学会のテーマ
　　　　　　インターフェロン・サイトカインと感染症との戦い

　　2)　参加予定人数
　　　　　　200名程度

[bookmark: _GoBack]　　3)　プログラム概要　（２月1日現在）

　　【シンポジウム（原虫感染とサイトカイン）】（タイトルはいずれも仮題です）
　　　・濱野真二郎（長崎大学・熱研）　
　　　・由井克之（長崎大学・医）
　　　・他

【シンポジウム（アレルギー領域におけるトピック）】
· 善本知広（兵庫医大）　
· 太田昭一郎（佐賀大学）
· 他

【シンポジウム（肝炎治療の最新トピック）】
· 江口有一朗（佐賀大学・医）　
· 他

【シンポジウム（細胞死を起点としたシグナル）】
· 浅野謙一（東京薬科大学）
· 柳井秀元（東京大学）
· 山口良文（東京大学）
· 他

【シンポジウム(自然免疫と受容体)】
· 原博満（鹿児島大学）
· 山崎晶 (九州大学)
· 他

    【一般講演】

　　【ポスター発表】
　　【ランチョンセミナー】
　　・学会内外より演者を招き、インターフェロンやサイトカイン研究、治療の最先端の話題を提供していただく予定です。5月13日（金）、14日（土）の二回を予定。演者未定。

　　4)　開催実績
	回
	開催年月日
	開催地
	学会長

	７５
	平成22年6月25、26日
	北九州国際会議場
	田中良哉（産業医科大学内科学）

	７６
	平成23年5月25－27日
	全日空ゲートタワーホテル大阪
	義江修（近畿大学医学部細菌学）

	７７
	平成24年6月21、22日
	神戸商工会議所
	西口修平（兵庫医科大学内科学）

	７８
	平成25年5月20、21日
	都市センターホテル東京
	吉村昭彦（慶応大学医学部）

	７９
	平成26年6月19、20日
	北海道大学医学部学友会館ラフテホール
	高岡晃教（北海道大学遺伝子病制御研究所）

	８０
	平成27年7月17、18日
	東京工業大学大岡山キャンパス蔵前会館
	田川陽一（東京工業大学大学院生命理工学研究科）



7. 銀行口座
　　振込先　　：佐賀銀行　佐賀医大前支店
　　口座名義　：JSICR81　代表　吉田裕樹
    店番号　　：592
    口座番号　：普通　3037020

8. 問合せ先（第81回 日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会　運営事務局）
　　吉田裕樹
　　佐賀大学（医学部分子生命科学講座）
　　〒849-8501　佐賀県佐賀市鍋島5-1-1
　　Tel：0952-34-2294　　FAX：0952-34-2062
　　E-mail：JSICR81office@gmail.com
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